
令和 2 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○
○

○

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
自然豊かな環境と、昔ながらのお付き合いが色濃く残る人的環境をホーム運営に生かすとともに、住
民との徘徊模擬訓練の企画･参画等地域の中に浸透したホームである。職員は入居者への挨拶を一
日のスタートとし、コロナ禍の中で、一日一回でも笑顔を引き出す生活に創意工夫し、人との接触に制
限されたなか、退屈のない生活を支援し、新しい挑戦が家庭菜園の充実等に表われ、共に生きること
を楽しんでいる。運営推進会議や家族への家族通信等により、これまで以上に現状を発信し、医療と
の連携の他、夜勤者に加え宿直1名と職員体制を手厚くし、最高齢100歳という高齢化や、バルーンカ
テーテルの使用等重度化傾向も見られる中、心を一つに明るくケアに取り組み、職員の得意分野の発
揮とともに、理念の実践に邁進するホームである。

基本情報リンク先

熊本県山鹿市久原５６２３－１所在地

特定非営利活動法人　あすなろ福祉サービス評価機構
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1  自己評価及び外部評価結果

4390800128

法人名 医療法人社団　三森会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 山鹿市中心部から少し離れた山沿いに位置し、静かでのんびりとした雰囲気の中、地域との理解と協
力があり、安心して暮らす事が出来ています。母体でもある三森病院とは２４時間体制での連携を図
り、月２回の訪問診療や薬局からの服薬指導、訪問歯科診療、管理栄養士の献立による食事の提供
で健康管理を行っています。夜間帯の当直１名、宿直１名体制など、緊急時や災害時の早期の対応が
可能になります。日頃の健康管理から病気の発症時の素早い対応、緊急時の対処に至るまでを充実
させることが出来ています。「自分の家族もここに入居したい」と思って頂けるようなホームとなるよう、
より質の高いケアを目指しています。

グループホーム　ほたるの里事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和3年2月1日 令和3年5月20日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

熊本市中央区南熊本三丁目１３－１２－２０５

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和3年3月22日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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事業所名：グループホームほたるの里

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

玄関・事務所に理念を掲示し、朝の申し
送り時の唱和を続け共有化を図ってい
る。開設当初からの理念を引き継ぎ、新
職員へは、初日のオリエンテーションに
て詳しく説明し、全職員が理念に沿った
支援を行えるようにしてる。

開設時からの4項目の理念を継続し、掲示に
よる意思強化とともに、新規入職の職員には
具現化して示している。職員は、入居者の気
持ちを大切に、一人ひとりのまずは挨拶して
その日をスタートし、その日の体調に即した
日常を支援する等「一日のスタートは朝にあ
り」を実践している。また、85歳から100歳ま
でという高齢化に、理念の一つである「安心
感の醸成」に向けた健康管理の徹底や、未
来に向け自分たちの誇りとして一人でも多く
の皆様が利用したいと思われる施設作りに
管理者を中心に邁進している。

今年度は、コロナ禍により、地域行事への参
加は出来なかった。ゴミ当番のみ参加し、消
防訓練時の消防団への協力依頼も今年度は
控えた。保育園児との交流は、年数回出来て
いたが、保育園の職員さんが、玄関までプレ
ゼントや飾り物を届けていただく交流となっ
た。

ご近所同士のつながりが色濃く残る地域のな
かで、近隣への散歩や近隣からの野菜のお
すそ分け、七夕飾りの持ち届けや勤労感謝
の日には保育園児からの手紙が寄せられて
おり、園児との交流は入居者の喜びに繋がっ
ており、これまで以上に交流していく意向であ
る。コロナ禍の中でも出来る限りの交流に努
め、防災訓練時には入居者の見守りとして2
次的役割をして下さる等、地域の中に息づい
たホームである。

コロカ収束後にはこれまで行っていた
行事等を通じて更に交流促進に努め
たたいと意欲的である。また、住民と
の徘徊模擬訓練も予定されており、地
域との関係性が更に強固になるととも
に、認知症介護施設としての役割が
発揮されることと大いに期待したい。

地元小学校や保育園とのつながりで、認知
症理解の為の働きかけや地域主体の「徘徊
者声かけ模擬訓練」を通し、認知症の理解と
支援方法を発信していたが、コロナウイルス
感染拡大防止の為、出来なかった。「介護な
んでも相談所」の看板を設置し、気軽に介護
相談に応じるよう環境を整えている。

自己評価および外部評価結果
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように取り
組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身
体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

令和２年１月までは、奇数月に毎回開催し、
事業所の運営状況や活動などを報告し、各メ
ンバーの意見や助言をいただきながら、地域
とのつながりや認知症への理解、生活環境
の改善や職員の資質など、サービス向上に
努めていた。令和２年３月より、コロナウイル
ス感染拡大防止の為、運営推進会議は中止
となり、活動報告書などを運営推進会議メン
バーに配布した。

コロナ禍により、書面での開催として、近況報
告や2ヶ月間の生活を写真を通して報告する
体制として、委員及び全家族に郵送してい
る。委員の方々等に電話等により意見等を
収集し、コロナ禍の中で訪問は遠慮しがちで
あるが入居者の生活を気にかけて声を掛け
て下さる等この会議が地域との関係性を深
めている。

　
運営推進会議を通して、毎回、市の長寿支援
課や地域包括支援センターの担当者へ、事
業所の利用状況や活動などの取り組みにつ
いて報告している。市の担当者からは介護保
険や認知症についての取り組みなどの説明
を受けている。また、必要に応じて市長寿支
援課等へ電話又は訪問で、相談や助言等頂
くようにしている。コロナ禍になってからは、
電話や訪問での相談となっている

運営推進会議を通じた行政との関係や、行
政からの新型感染症対策等多くの資料を感
染予防対策に繋げている。山鹿市でのPCR
検査や、何かあればメールや電話で相談す
る体制が整っており、協力関係が築かれてい
る。

心身の機能が低下し、事故が発生することはある
意味やむを得ず、尊厳（自由）と安全の１００％の
両立は難しい。その中において、いかに安全に尊
厳（自由）や入居者の思いに寄り添うことができる
のかをこれまでの身体拘束の知識等をもとに、職
員がそれぞれに考え、色々なアイディアや評価を
しながらケアに取り組んでいる。また、虐待や身体
拘束のニュースが報道されると話題としてミーティ
ングで取り上げ、職員の共通認識と意識の醸成に
努め、虐待、身体拘束しないケアの実践に取り組
んでいる。

身体拘束適正化委員会の開催、及び権利擁
護や虐待も含めた研修会、他施設での
ニュースや新聞報道等を活用しながらの勉
強会等、職員の意識強化に努めている。職
員の言葉遣いやスピーチロック、馴れ合いと
思える声掛け等注意喚起している。転倒防止
に使用するセンサーマットや、立ち上がり時
のふらつきに使用するポータブルトイレ等家
族の同意のもと職員と検討している。

高齢者虐待についての情報等から、事例を取り上
げ、虐待の種類や虐待につながる要因を個々に
考え、学ぶ機会を持たせる。年１回のストレス度
チェックなどにて職員のストレス調査を実施すると
ともに、ストレス解消が図られるように努めてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

これまでの入居者で利用されている人はいな
いが、資料などで学ぶ機会を設け、特に管理
者や介護支援専門員は、必要があれば相談
や活用することができるように、自己啓発に
て理解を深めている。今年度は、権利擁護の
オンライン研修に管理者が参加し、職員への
周知を図った。

施設見学等にて、建物の構造や利用状況を
確認して頂き、重要事項や契約書について
の詳細、注意事項等、十分に説明を行い、理
解して納得いただいたことを確認後、同意を
お願いしている。

玄関内に意見箱を設置するとともに、家族と
話す時間を設け、意見や要望を聞くように努
めている。また、運営推進会議に利用者並び
に家族代表者に出席頂き、事業所への意見
や助言をもらう機会としている。入居者家族
へ運営推進会議の内容や事業所便りを送付
し、事業所の運営や利用者の状況も報告し
ている。コロナ禍になってからは、ホーム内
の様子を写真送付や電話での報告となって
いる。

運営推進会議を問題提起の場として生かさ
れていたが、コロナ禍に書面開催となりホー
ムの生活を写真で開示し、居室の棚の上に
家族の写真を置き、家族と会えない分、絆を
絶やさない様に努めている。面会を再開して
からは、家族による食事介助等もあり、何も
変わらずに元気の姿に安心される家族もおら
れる。ホーム側からの状態報告や、玄関先で
の訪問時に意見や要望等何でも申し出て頂
くよう申し添えている。

管理者は、職員の意見や提案を日々のミー
テイングで聞いており、発言しやすい雰囲気
作りに努め、入居者のケアを含め、運営に反
映できるように取り組んでいる。代表者は、
管理者からの報告・相談にて、職員の意見や
提案を反映させている。個別面談時にも、意
見や提案が出来る。

管理者は入居者ものみならず、職員の体調
や表情にも気を配り、職員全員が入居者に
声を掛けながら、日常に笑顔のある生活に繋
げている。朝のミーティング時職員が発言し
やすく、話やすい雰囲気を作り、管理者で解
決できない事案については、法人代表へ上
申し話し合う等職員の提案を生かすよう努め
ている。また、職員の負担に繋がらない様
個々の相談事や悩み等個別面談により聞き
取りしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を受
ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

役職者や資格所持者においては、給与
に反映されるほか、、接遇に関しても職
員の努力・向上心につながるように評価
している。当直者が安心して勤務にあた
れるよう宿直制や介護用具等の導入な
ど介護負担軽減への環境整備にも努め
ている。

　
研修情報を基に、参加者の選考など必要性
を考慮し、参加費用の負担や勤務シフトの調
整などを行い、法人内外の研修に参加しや
すい環境を整え、より多くの職員が参加でき
るよう配慮している。また、自己啓発として
も、研修情報を開示、希望を募るなど、機会
を提供、ケアの知識と技術の向上に努めて
いる。コロナ禍からは、ホーム内の短時間研
修がほとんどとなっているが、オンラインへの
参加は出来た。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、県
の総会や研修が延期になり、山鹿・菊池ブ
ロックの総会や研修も中止となっている。加
入してい山鹿・菊池ブロックのグループホー
ムとは、電話や文書、グループのラインにて
情報交換を行っている。

居宅や施設・病院を訪問、本人とのコミニュ
ケーションやアセスメントにより、個人の情報
収集を行い、本人の思いや生活歴、趣味活
動などから本人に合ったサービス等を提供で
きるよう考慮する。また、本人の意見や意向
を聞き、ひとつひとつの事柄に対して説明、
安心感の醸成に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に努
めている

入居前の面談やアセスメント、施設見学、契
約書、重要事項説明時に家族の困っている
ことや要望等を詳しく聞き、不安の解消に努
めるほか、初期段階では、家族の方の事業
所への訪問を多くしてもらうようにお願いし、
関係作りに努めている。

サービスを導入する段階で、居宅や施設・病
院を訪問し、本人・家族への面談は勿論のこ
と、病院及び施設相談員や担当ケアマネなど
とも面談を行い、入居の必要性や他のサー
ビスの必要も一緒に考え、適切なサービスが
受けられるように対応している。

重度化傾向に伴い残存機能低下にて、本人
への介護が必要な部分も多くなってきている
が、共同生活者の一員としての心構えで、コ
ミニュケーションに心掛け、共に楽しみのある
生活が営まれるよう努めている。

家族に行事等への参加や協力及び面会をお
願いし、本人の状態や生活状況等を知っても
らい、職員と家族の共通理解のもと、家族と
ともに支え合う関係作りを図っている。また、
本人の孤独感の解消並びに家族との結びつ
きを感じてもらえるように努めている。本年度
は、コロナ禍において家族の行事参加や面
会はほとんど出来てないが、家族への情報
は発信出来ている。

　
家族を始め親戚、知人が面会に来られ、居
室やリビング、ベランダでゆっくり過ごしても
らっている。馴染の場所として、不動岩や一
本松公園の桜見、河川敷のコスモス見学等
にでかけていたが、今年度は、コロナ禍の
為、外出は控えている。カットは２ヵ月に１回、
近くの美容室から散髪の支援を頂いている。
毎日、新聞を読まれている方、コーヒー好き
な方、地元のお茶を好まれる方等、入居者の
趣味、嗜好、こだわり、習慣を大切にして支
援をしている。

これまでは馴染みの場所への外出や知人と
の歓談も出来ていたが、現状としては難しく
状況にあるが、理容院からの２ヶ月毎の訪問
支援は継続され、初詣として元旦におみくじ
を用意する等工夫しながら支援している。在
宅時の生活継続として新聞を読んだり、嗜好
品等継続して支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合
えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等
の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

ゆっくりと楽しみのある生活が営まれるように
雰囲気作りに努めるとともに、共同生活の部
分とプライベートな部分を切り離し、入居者の
居場所を大切にし、トラブルが起きないように
配慮している。

サービス終了後もその後の状況を確認し、相
談や支援に努め、入院された方は面会に行
き家族と共に精神的ﾌｫﾛｰに努めている。

１人、１人の思いや暮らし方の希望、意向は
普段の関わりの中で把握するように努めてい
る。入居者によっては、希望、意向を明確に
把握することが出来ない事もあり、その場合
は、本人の表情や行動、あるいは家族から
の情報を得て、本人本位になるように努めて
いる。暮らし方の要望としては、ホームで穏
やかに安心安全に暮らして欲しい。

入居者の思い等日々の生活の中で把握して
おり、入居者のしたいとする声に耳を傾け、
楽しいと思って過してもらうよう支援してい
る。意思疎通困難な方には、家で喜ばれてい
たことや趣味・嗜好等等の情報や、表情や身
体の状況等いつもとの違いを確認し、本人本
位になるよう努めている。

家族や本人から生活歴・趣味などの各種情
報を収集して、これまでの日常生活と変わら
ない生活が可能となるように支援に努めてい
る。

入居者一人ひとりの一日の過ごし方を把握。
少しの変化や新たな発見があった場合は、
日々のミーティングで報告したり、個人記録
や日誌・申し送りノートなどに記載し、情報の
共有が出来るようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共
有しながら実践や介護計画の見直しに活か
している

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉われ
ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に
取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

各職員が担当制をとっており、日々の様子や
ケアの実践・結果、気づき等の情報を共有し
ながら、３ヶ月毎にモニタリングを行ってい
る。入居者は、当初３ヶ月でケアプランの見
直しを行い、その後は半年ごとに見直し、必
要があればケアプランの変更をしている。ケ
アプランの見直しの時には、家族に説明し了
解を得ており、説明にあたっては、入居者の
現在の状態を詳しく説明したうえで、希望等
を確認しながら進めるように心がけている。
今年度は、コロナ感染拡大防止の為、介護
計画変更時などの担当者会議は中止し、電
話にて検討、同意を頂いている。

本人･家族の意向を聞き取りし、入居者個々
の担当職員とケアマネジャーとの話し合いを
全職員で検討し、アセスメント（担当職員）を
もとに3ヶ月毎のモニタリングにより継続可否
を見極め、半年毎に見直す他、入退院時の
見直し等現状に即したプランが作成されてい
る。また、入居時には短い期間の暫定プラン
のもとまずは本人を知る事を視点として関わ
り、正式なプランを作成しており、詳細で具体
的な個別介護計画が作成されている。

　
個人記録・申し送り・昼のミーティングなどで
スタッフからの情報を共有し、問題解決を早
急にできるように努め、入居者の支援や介護
計画の見直しにつなげている。

入居者や家族の状況に合ったケアに努め、
現状に合った福祉用具を使用したり、通院支
援など必要に応じた支援やサービスを行なっ
ている。法人内のデイサービスとの交流も
行っているが、コロナ禍の為、本年度は、デ
イサービスとの交流は、出来ていない。

コロナ禍前までは、保育園との交流やボラン
ティアでの催し、地域の行事への参加などを
実施。事業所の行事には地域の方の参加や
協力を得て、触れ合いや楽しみの提供に努
めていたが、コロナ禍の為、保育園の職員が
玄関前で園児の手作りの作品や職員に対す
る激励のプレゼントを頂く交流となっている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、又、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に備えて病院
関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

入居時に法人の医療機関について説明を
行っており、現在本人・家族の了承のもと法
人主治医により月２回の往診や必要に応じて
受診に出かけている。平日は、協力の医療
機関に入居者の健康状態を伝え、相談や指
示を受けている。受診の状況をはじめ、家族
には現状を報告しながら、専門医の受診など
相談に応じている。口腔ケアは、毎食後の歯
磨きや夜間の義歯管理など、個別に応じた
支援をしている。

入居時に母体が医療機関である事を説明し
ており、現在は全員が母体から月2回の往診
を受けている。また、毎朝入居者の状態を主
治医へ報告することで様子確認や受診の必
要性等指示を得ている。専門医への受診が
必要な場合には（皮膚科、精神科、泌尿器
科、婦人科など）、主治医からの紹介により
職員が受診に付き添う等適切な医療を支援
し、家族にも病院受診の理由を説明してい
る。

毎日の健康状態の観察により、状態に変化
がある場合は、職場内の看護師や病院看護
師に相談し、受診等適切な対応や対処が可
能となるように図っている。

常日頃から主治医や看護師に状況や事
業所での心身の情報を提供し、入院時
には経過等必要事項を報告している。入
院後の経過は面会時や電話などで情報
交換に努めている。

入居時にホームでは看取り支援には取り組
んでおらず、出来るところまで支援することを
伝えている。ホームでの対応が困難になった
時点で、主治医を含めて家族と相談しながら
今後について検討を行っている。

家族へは入居時に看取りは支援しない事を
説明している。母体医療機関との24時間の
連携が構築し、体調変化等により主治医及
び家族との相談の上、入院措置など早めに
対応する体制としている。24時間医療と連携
を図り、徹底した体調管理に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

　
緊急時のマニュアルを作成している。年１回
は、消防署の救急隊から心肺蘇生法やＡＥＤ
の使用方法について指導を受けていたが、
今年度はコロナ禍において、職員看護師によ
る、心肺蘇生法及びＡＥＤの使用方法につい
て教育を実施した。母体の病院でも、新人職
員を中心に研修を実施し、職員全員が緊急
時に適切な対応が出来るような体制作りに
努めている。

緊急時対応マニュアルや自然災害（土石流）
での避難マニュアルを作成。消防訓練では、
日中と夜間想定で年２回実施し、消防署の指
導のもと、初期消火・避難誘導・消火器の取
り扱いを迅速に対応できるよう継続的に実施
している。また、近隣の方々や地元消防団に
も参加して頂き、発生時の連携が図れるよう
に協力体制も整えている。土砂災害に備えた
避難訓練も家族協力のもと実施しているが、
コロナ禍においては、消防団、近隣の方、家
族の参加は難しく、消防訓練の延期が続き、
３月１８日２回目の予定をしている。

ホームは立地上、自然災害（土石流）への対
応として避難マニュアルを作成している。火
災訓練は昼･夜を想定し年2回実施、3月の訓
練は消防署立ち会いのもとの訓練では総評
として避難後のドアの閉め忘れが挙がってい
る。非常用の備蓄食は災害を想定し提供した
り、備品も使用期限を記入しリスト化してい
る。また、AEDを設置し、使い方を研修してい
る。

これまでは、訓練に家族や認知症サ
ポートリーダー等も参加されていた
が、コロナ禍の中でも難しい状況にあ
る。管理者は繰り返し訓練を行い事が
重要であると認識されており、自然災
害について、地域や家族との協力体
制を継続し、コロナ収束後の訓練の
再開が待たれる。

理念の中に尊厳を掲げ、入居者が不快な思
いをされることがない、日常生活の支援に努
めている。おしゃれや身だしなみをも重要な
支援と捉え、季節に応じた衣類や好みの衣
装、美容院によるカットなど家族の協力を得
ながら取り組んでいる。

朝からのモーニングケアにより身だしなみを
整え、季節に応じた衣類の選択、言葉遣いな
ど生活を共にする中で入居者が安心して過
ごせる場を提供できるように努めている。呼
称は苗字にさん付けとし、守秘義務や個人情
報漏洩防止を徹底し、ホーム便り等への写
真掲載についても十分に配慮し対応してい
る。

日々の関わりの中で、本人の話しに耳を傾
け、本人の意向を確認したり、選択できる場
面を作るようにしている。レクリエーションに
ついても月間計画は立てているが、参加の
有無などは、本人の意思を尊重している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

日々の生活リズムを一定に保つ為、食事や
おやつ、レクリエーションなど最低限度必要
な時間帯は、一応決めてはいるが、一人ひと
りの状態や入居者の気持ちを最優先に考
え、希望に沿った支援を努めている。

起床時には、一緒に身だしなみを整え、
季節に応じた服装を選んで頂いている。
２ヶ月に１回、美容室からの出張散髪に
て支援を頂いている。居室からホールに
出るときは、毎回整髪の声かけや介助を
行っている。

献立は、法人栄養課の献立を参考にしなが
ら、ホームで採れた野菜や近隣からの差し入
れの野菜・果物を活用し調理している。また
時には、自由献立の日を設け、入居者の好
みなどを取り入れ、楽しみな食事支援に繋げ
ている。正月や節句、鏡開きなど季節を感じ
ることが出来る特別食も好評である。嚥下力
が低下された方も増え、きざみやミキサー食
などの提供、食事支援を努めている。昼食
は、職員も一緒に同じものを摂り、思いを共
有している。

法人栄養課の献立を参考に、ホームで育て
た野菜や近隣からの頂いた野菜等を活用
し、季節豊かな料理を提供している。個々の
嚥下状態により常食の他、きざみやミキサー
食等を準備し、職員も介助に入り和やかな食
事風景である。菜園での草取りや収穫を手
伝ったり、下ごしらえに係わることで食の意欲
を引き出し,食への期待に繋げている。

　
食事摂取量を記録、チェックしながら個々の
状態に合った栄養や分量に心掛けている。
水分摂取は定時に行うとともに必要に応じて
水分補給をしている。法人の献立をもとに管
理栄養士からの指導や助言を受け、メニュー
の検討を行い、必要に応じて栄養補助食品
も使用している。水分摂取量の少ない方へ
は、その都度水分摂取の大切さを説明し、家
族の協力を得て、本人の好きな飲み物などを
持参して頂き、水分補給に努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

毎食後、全員の口腔ケアを実施し、磨き残し
がないようにチェックしている。治療が必要な
場合は、訪問歯科と連携し適切なケアができ
るようにしている。義歯は週３回にて、ポリデ
ントを使用し、消毒・洗浄に努めている。

１人、ひとりの排尿パターンに応じて、声か
け・誘導、おむつの交換を行っている。現在
半数以上の方がリハビリパンツで過ごされ、
夜間はパットの併用やポータブルトイレを使
用される方もおられる。排泄用品は、ホーム
で購入し、種類や組み合わせを含め、排泄の
状況はプランの説明や訪問時に伝えている。

排せつチェック表（排尿の他、排便は硬さに
より七段階で記し排便コントロールに活用）に
より、個々のパターンを把握し、声掛けや誘
導によりトイレでの排泄を支援している。夜間
帯はトイレでの排泄や、ポータブルトイレ、
ベッド上でのおむつ交換等個々に対応し、排
泄用品の使い分けや、活動や安眠を妨げな
いように工夫している。

排泄チェック表を活用し、排便の有無・量・形
状を確認、水分補給や活動量を把握している
起床時には、白湯を飲んで頂き、腸蠕動運動
の促進を図っている。必要に応じて服薬や坐
薬の使用や腹部マッサージでスムーズな排
便ができるように看護師を中心にコントロー
ルを図っている。

入浴は週２～３回、その方にあった時間、身
体状況に応じリフト付きシャワーチェアを活用
しながらゆっくりと入って頂けるようにしてい
る。ゆっくり入浴したい方には、最後の入浴を
勧め満足感を味わってもらうようにしている。
季節の菖蒲湯やゆず湯の支援も継続して取
り組んでいる。重度化に伴い職員二人介助
で安心、安全な入浴を支援している。

入居者の身体の状況によりリフト付きシャ
ワーチェアを活用し安全にゆっくりとした入浴
を週２～3回支援している。入浴拒否が見ら
れても、職員の声掛けにより浴室に誘導し、
お風呂に入られると安心からか長湯になるよ
うであり、重度化傾向の入居者には2名での
介助により安心･安全な入浴を支援してい
る。また、菖蒲や柚湯なども継続している。

体調に応じて居室や和室・ソファーで休息を
とって頂いている。ＧＥＯを利用し、空気清浄
や室温管理も行なっている。和室の掘りごた
つを利用される方がいない為撤去し、みんな
で寝転んで休憩が取れる環境にある。

12 あすなろ福祉サービス評価機構



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら出
かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る

個人記録ファイルに処方箋を綴じて、薬の目
的や副作用についての理解を深めている。
変更があった場合など看護師を中心に、申し
送りノートやミーティングで職員全員に伝達
し、確実な服薬管理ができるようにしている。

本人が出来る事・やりたいこと・好きな事を把
握し能力や意向に沿って、日常生活に取り入
れるようにしている。又、散歩や行事参加等
で気分転換も行なっている。

　
人員体制や時間が設けられる限りにおいて
は、入居者個々の体調や状態を考慮しつつ、
希望や意向に沿って一緒に外出するように
心がけている。又、季節感を感じられるような
野外活動（初詣、お花見、等）も計画し、家族
に外出支援の協力をいただいている。今年
度は、コロナ禍の為、外出は控えている。

感染症予防のため外出は制限されたもの
の、ドライブや彼岸花、桜や桃の花等人と接
しないよう気をつけながら出かけている。ま
た、室会活動を充実させテラスでのおやつタ
イムやレクレーション等工夫し、声を出すこと
や、体を動かす活動を取り入れている。家族
からもホームの環境に感謝の言葉が聞かれ
ており、今できることに注視しながら支援して
いる。

トラブルに発展することなく、お金を持つこと
が可能であり、本人や家族の希望があれば
相談し、少額程度は所持できるように支援し
ている。

本人の希望や必要性があれば、いつでも電
話を掛けたり、手紙のやり取りが出来るよう
にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

季節感を味わえるよう、お雛様・五月人形・七
夕飾り等をホールに飾ったり、入居者と一緒
に作成した壁画で季節を表現し、四季を感じ
て頂けるよう工夫している。ホールの入り口
のドアには、花の絵を貼ったり、トイレの場所
などわかりやすいように目線にあった場所に
絵を表示している。各部屋の入り口には、誕
生花を貼っている。停電した場合の懐中電灯
を廊下と宿直室に設置している。また、ホー
ム内は掃除の専任者と共に、職員は換気や
掃除、温度・湿度管理に努め、入居者の席は
安心される場所や相性なども考慮して決定し
ている。混乱を防止し、落ち着いて過ごせる
ように心がけている。

掃除の行き届いた共有空間は、時期に応じ
た壁面飾りや入居者の目線及びわかりやく
飾り付けている。換気や温湿度管理、並びに
アクリル板やシールド、エプロンと感染症予
防対策を徹底している。ホーム内外から季節
感を醸し出す環境に包まれた、和やかな雰
囲気のホームが形成されている。

理念にも、残存能力を活かした生活の推進を
掲げており、入居者一人ひとりの「できるこ
と」「わかること」の把握に努め、本人の意向
を聞きながら、洗濯物たたみ、園庭の草取
り、野菜の収穫から野菜の下ごしらえ等手
伝って頂いている。

ホールでのテレビ観賞や音楽を聞くなどして
のんびりと過ごして頂けるように配慮してい
る。また、入居者同士の相性にも配慮し、思
い思いに過ごせる居場所作りの提供にも心
がけている。

　
入居時に収納棚やクローゼット、ベット、チェ
ストや押し入れ、洗面台が備わっていること
や、持ち込み品は新たに購入する必要はな
く,使い慣れた物が安心されると説明してい
る。また、衣類については必ず洗濯や損傷の
確認をして持参して欲しいと伝えてある。テレ
ビや使い慣れた小物をはじめ、心の拠り所と
なる遺影や家族写真なども持って来て頂き、
居心地よく、安心して過ごされるような空間作
りに心がけている。居室の移動は入居者の
不安にもなり、基本的には行わないが、入退
院後の見守り等安全面から必要な場合は、
双方の本人・家族の了承のもと行っている。

入居時に馴染みの物や使いなれた品物が自
分の部屋としての認識に繋がることを説明し
ており、ソファや椅子・テレビ等の家具や、家
族写真等入居者それぞれの生活歴に応じた
物が持ち込まれている。職員から贈られた誕
生日の色紙や、100歳の誕生日を祝い家族
からの寄せ書き等が大切に飾られ、手入れ
の行き届いた明るい居室は、本人との温度
管理等により、居心地の良い環境が整えら
れている。
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